
【SEO実績について】 
過去に執筆した記事が上位に表示された際の実績を記載しております。 
 

■キーワード：googleドライブ 
●​ 掲載順位：5位 
●​ 調査日時：2025年5月11日 
●​ 記事URL：​

https://www.dsk-cloud.com/blog/gws/complete-version-what-is-google-drive 
●​ 実際の入稿記事：​

https://docs.google.com/document/d/1lP1uvmV8zjUR0TEO2lqLcR44w_YHzG7CDh0
v34frIqU/edit?tab=t.0 
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
・「とは」記事と同様、検索ユーザーはGoogleドライブに関する体系的な知識・情報を求めている
と考えられることから、必要な情報を網羅 
・Googleドライブの各種機能を紹介する際、具体的な活用シーンや例をあげることで、専門性と
独自性を加味して上位表示を狙う 
・導入方法の見出しで実際の画面をキャプチャ画像として掲載し、読者が一目見ただけでツール

を導入・利用できるように工夫した 
・料金体系の紹介についても、無料プランから有料プラン、無料トライアルまで詳細を解説し、独

自性を付与。読者（企業担当者）が有料製品を含めて検討を行いやすいよう配慮 
・上記のような工夫から、月間検索ボリューム約35,000のビッグキーワードにおいて5位を獲得。
Google社の公式ページ以外の競合サイトに負けない順位を記録 
 

■キーワード：saas オンボーディング 事例 
●​ 掲載順位：1位 
●​ 調査日時：2024年2月25日 
●​ 記事URL：​

https://cs-studio.adish.co.jp/contents/saas-on-boarding 
●​ 実際の入稿記事：​

https://docs.google.com/document/d/12KZFSA-FSQvz-4UGN86Uf4SZDD0eJvOWllol
a7QaWYw/edit 

 

https://cs-studio.adish.co.jp/contents/saas-on-boarding
https://docs.google.com/document/d/12KZFSA-FSQvz-4UGN86Uf4SZDD0eJvOWllola7QaWYw/edit
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
・事例の内容は、上位の競合記事を参考にせず、すべて企業の公式情報などを参照 
　（事例記事では、上位記事を参考にしただけの類似コンテンツが多い） 

-​ これにより記事に独自性が生まれ、1位獲得に大きく貢献したと思われる 
-​ メディア内でも人気記事第4位にランクイン（2024年2月時点） 



-​ 初回公開から1年以上経過しているのに順位が下がらない点から、ページ内での離脱率
も低いことが予想される 

・事例を3カテゴリーに分け、記事のわかりやすさや読みやすさを意識 
・「事例から読み解く成功のポイント」の見出しを追加することで、読者が事例から学ぶ手間を最

小化 
-​ 理解度を深めることで、よりスムーズにCVへとつながる 

 

■キーワード：電話自動応答 
●​ 掲載順位：1位 
●​ 調査日時：2023年2月1日 
●​ 記事URL：​

https://www.ntt.com/business/services/voice-visual-communication/callcenter-ivr/ccaa
s/column/automatic-telephone-answering.html 

●​ 実際の入稿記事：​
https://docs.google.com/document/d/1e3iZu0RNsoVeb34BmsUKBZeaAh6dmBcdJlL
ppe1Wqw4/edit 
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
・電話自動応答システムには3つの種類があるが、それぞれの仕様を混同して説明している上位
記事も多い 
・そのなかで適切な種類の分け方、それぞれの解釈の仕方を正確に紹介したことが、SEOの専
門性向上につながったのかと思われる 
・また、具体的な活用シーンや事例など、「読者がシステムを使用するイメージ」を重点的に解説

することで網羅性の向上にもつながっている 
・幸いにも同記事から数多くの資料請求へとつながったという喜ばしい意見をいただいた 
・同クライアントの案件では、ほかにも以下のKWで上位獲得を達成（2023年2月時点） 
 

●​ 「CTI 導入」：1位​
https://www.ntt.com/business/services/voice-visual-communication/callcenter-ivr/ccaa
s/column/cti-introduction.html​
 

●​ 「営業電話 断り方」：0位（優先引用枠）​
https://www.ntt.com/business/services/voice-visual-communication/callcenter-ivr/ccaa
s/column/sales-call-decline.html​
 

●​ 「コールセンター テレワーク」：7位​
https://www.ntt.com/business/services/voice-visual-communication/callcenter-ivr/ccaa
s/column/callcenter-telework.html​
 

●​ 「コールセンター クラウド」：3位​
https://www.ntt.com/business/services/voice-visual-communication/callcenter-ivr/ccaa
s/column/cloud-callcenter.html​
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●​ 「クラウド PBX 失敗」：1位​
https://www.ntt.com/business/services/voice-visual-communication/callcenter-ivr/ccaa
s/column/cloud-pbx-failure.html​
 

●​ 「電話 取次 無駄」：4位​
https://www.ntt.com/business/services/voice-visual-communication/callcenter-ivr/ccaa
s/column/telephone-agency.html 

 
 

■キーワード：脱炭素銘柄 
●​ 掲載順位：0位（優先引用枠） 
●​ 調査日時：2022年1月20日 
●​ 記事URL：https://fisco.jp/media/decarbonization-stocks/ 
●​ 実際の入稿記事：

https://docs.google.com/document/d/10B3_pLvHw5fupdPE2mbWWJ9l-nRP40OMOjs
8Z7zTSSg/edit 
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
・記事内ボックスを活用し文章にメリハリを加える 
・情報が分かりやすくなるようなら引用でも良いので画像を載せる（公的・大企業メイン） 
・「株」「社会」「米国」「ESG」の用語を積極活用、検索クエリの関連性を高める 
・紹介した銘柄を読了後すぐに買えるよう、必要な情報はすべて伝える 
・個別株と投資信託を紹介し読者の選択肢を広げる 
・「今後の見通し」はもっとも独自性が出る箇所なので、公的データを参考に私見を紹介 
 
 

■キーワード：コンテンツマーケティング 企画書 
●​ 掲載順位：1位 
●​ 調査日時：2021年6月27日 
●​ 記事URL：https://wonders-marketing.com/archives/contentsmarketing-proposal/ 
●​ 実際の入稿記事：

https://docs.google.com/document/d/1HPVYb_NTL9vMotZR3EJW38IRaOrCplNIdA3
g4blYqTM/edit# 
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
本記事では特に具体例をできるだけ挙げることに注力しました。「コンテンツマーケティングの企

画」と言っても、不慣れな方にとっては具体例がないと内容をイメージしづらいためです。 
 



また、本記事は「コンテンツマーケティング企画書・提案書例」の見出しでインフォグラフィック画像

を作成いたしました。「コンテンツマーケティング 企画書」の画像検索においても同画像が1位に
なっており、オーガニック検索にも良い影響を与えているのかと思います。 
 
実際に記事をアップロードしていただいたのは2021年3月なので、現在も1位を獲得していること
を考えると長期間の上位表示を達成しております。 
 
 

■キーワード：EFO 
●​ 掲載順位：2位 
●​ 調査日時：2022年1月12日 
●​ 記事URL：https://blog.hubspot.jp/efo 
●​ 実際の入稿記事：

https://docs.google.com/document/d/1VVpQissYV8ZUFzRk2F0OyAA7T_4SRdji
PvQzegOUl24/edit 
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
・競合記事で活用されていない事例や参考データを掲載して差別化 
（クライアントのデータを活用させていただいた点が大きかったと思います） 
・「離脱率を50%にまで改善できれば～」などの具体例を積極的に提示 
・インフォグラフィックを活用して複雑な情報を分かりやすく表現 
・「離脱率をあげない方法」で内容を具体化、実際の改善策を読者にイメージさせる 
 
 

■キーワード：PC持ち出し 
●​ 掲載順位：1位 
●​ 調査日時：2021年9月21日 
●​ 記事URL：

https://www.hitachi-systems-es.co.jp/service/column/virtual-desktop/article01.html 
●​ 実際の入稿記事：

https://docs.google.com/document/d/1znSjpggcJRhz6sRN2ChRnZ5llRd25S69VZUQ
23hnH_I/edit 
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
・関連キーワードを網羅して関連性を高める、重要なKWはH2・H3へ 
　「セキュリティ」「社外」「規定」（ruri-co取得） 
・特に「セキュリティ」「リスク」の重要度が高い→情報の網羅性を高める 
・入稿前は読了後の行動につながるよう、申請書テンプレートを作成・掲載していた 
　→こちらはクライアント様のご要望で簡易的なテーブル表記に修正となりました 
 



 

■キーワード：販売促進 マーケティング 違い 
●​ 掲載順位：0位（優先引用枠） 
●​ 調査日時：2021年4月27日 
●​ 記事URL：https://www.progressap.com/column/promotion_or_marketing 
●​ 実際の入稿記事： 

https://docs.google.com/document/d/1pqrnfE1xcAbffSdXvD78hkjEhJSYsnWEspvCz5iSjrw/e
dit 
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
販売促進とマーケティングの違いについて独自視点を加えました。具体的には、「販売促進と

マーケティングには、「観点（主体の捉え方）」というところに違いがあります。」という文面と、その

下にある表の内容です。 
 
また、執筆当時は関連キーワードの「事例」や「施策」を紹介した記事が少なく、競合性が低いう

ちにアップできた点が良かったと思います。 
 
 

■キーワード：17live 始め方 
●​ 掲載順位：1位 
●​ 調査日時：2020年4月15日 
●​ 記事URL：https://shikin-pro.com/guide/13757 
●​ 実際の入稿記事：

https://docs.google.com/document/d/1zqhxHDmQOn9dwWVBeH4VfyNCdtBpswHTg
6oGdRam3XY/edit 

https://shikin-pro.com/guide/13757
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
個人的に配信動画を見るのが好きで、ライブ配信の経験もあったことから、クライアント様へ「私

の経験則を踏まえて執筆してもよいですか」という提案を行いました。 
 
幸いにも了承をいただけたので、記事中に「筆者の個人的な体験談ですが～」という文面を盛り

込んでいます。また、成功者の言葉と絡ませて独自の見解を述べるなど、記事のオリジナリティ

を全面的に表現しました。初稿の提出は2019年4月でしたが、いまでも上位表示できているの
は、独自性を盛り込んだ点が評価されているからだと思います。 
 



当時は該当キーワードの競合記事が少なかったこともあります。競合が少ないうちにコンテンツ

を開示した、先行者利益の面も大きいと考えております。 
 
 

■キーワード：①パーソナライズド広告 ②パーソナライズド検索 
●​ 掲載順位：①3位 ②7位（SEOチェキでは10位と表示されましたが実際は7位） 
●​ 調査日時：2022年2月19日 
●​ 記事URL：①https://blog.hubspot.jp/personalization-advertising​

　　　　　②https://blog.hubspot.jp/personalization-search 
●​ 実際の入稿記事：​

①https://docs.google.com/document/d/1ATiQ75knzNI_RYptrLJXcNczpvu9ZmYon9Is
X2a1AZg/edit​
②https://docs.google.com/document/d/11Ebo9GsqQre08jeehajvMe57Pn9RSvjHgw9
M7EGoZyE/edit 
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【上位表示獲得のために工夫した点】 
・「amazon」「google」「問題点」などの用語を組み入れ関連性を高める 
・「例えば、あなたが新車の買い替えを検討したいと考えて「トヨタ 新車 おすすめ」と検索し～」
や、「例えば、「ASO」というキーワードで検索すると～」など、できるだけ分かりやすい具体例を
挙げる 
・ペルソナを深掘りするようなコンテンツを意識（以下は実際に設定したペルソナ） 
性別：女性 
年齢：27歳 
業種：歯科クリニック 
会社規模：従業員数20名 
立場：自社ブログの運営担当 
状況： 
自社ホームページにブログページを開設し、クリニックの利用者向けに歯の衛生知識やお口の

健康管理などの情報を提供している。まだコンテンツを数種類入稿したばかりで、Webマーケティ
ングについて深い知見はない。定期的に自社コンテンツの順位を確認しているが、あるとき別の

PCで検索したとき順位に大きな差があることが判明。詳しく情報を調べてみると、どうやら
Googleのパーソナライズド検索が影響しているようだ。そこで、正確な検索順位を知るため、「そ
もそもパーソナライズド検索とは？」という点を調べてみることにした。 
 

■キーワード：google 広告 消費税 
●​ 掲載順位：0位（優先引用枠） 
●​ 調査日時：2022年3月2日 
●​ 記事URL：https://www.mikataconsulting.com/google/ 

https://www.mikataconsulting.com/google/


●​ 実際の入稿記事：
https://docs.google.com/document/d/1wKPLmsJYd09ztPYhikO0eSm9rDPB60FxWAq
jCbR0TAE/edit 

 

 
 

 
 
【上位表示獲得のために工夫した点】 

https://docs.google.com/document/d/1wKPLmsJYd09ztPYhikO0eSm9rDPB60FxWAqjCbR0TAE/edit
https://docs.google.com/document/d/1wKPLmsJYd09ztPYhikO0eSm9rDPB60FxWAqjCbR0TAE/edit


・規定文字数が2,000文字と少量だったので、構成を「結論」と「理由」のみに絞り込む 
・情報は絞り込めたが、その分、内部リンクを活用しづらくなったため、 
　記事の最後に「おすすめ記事」として2記事を紹介 
　　→2記事ともページランクが高く、大きなリンクパワーをもらえた 
・見出しそれぞれにインフォグラフィックを活用して視認性を向上 
・インフォグラフィックに関連性の高いalt属性を付与 
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